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過ギ酸酸化羊毛ヶラチンで処理した織物の消費性能

昭和女大生活科　　○小原奈津子　滝沢智嘉　佐々木寛治

　【緒言】　羊毛は優れた特性を持つ天然繊維であるが、同時に多種の官能基を有するアミ

ノ酸からなるタンパク質であることから、衣料用繊維以外の材料としても、その応用が期

待される。本研究では、その一つとして。過ギ酸酸化により可溶化した羊毛ケラチンの水

溶液で織物を処理し、その消費性能への効果を検討した。

　【実験】　野渾と上甲の方法1)に従って。羊毛繊維を容積比が1:9の302過酸化水素水／

993;ギ酸混合溶液（浴比1:30）で｡o°cで24時間攬絆して酸化し。可溶化した。さらに。そ

の不溶残査は0.05M炭酸ナトリウム溶液（浴比1:100）で、s℃で24時間攬押して可溶化した。

このケラチン水溶液を用いて、ポリエステルおよびアクリルなどの織物をパッド・ドライ

法で処理した。得られた加工布の反射率、帯電性。防しわ性などの消費性能について検討

した。

　【結果】　ケラチン水溶液の透過率は200ninで大きく低下し、紫外領域に強い吸収が観察さ

れた。そこで、ケラチン水溶液の紫外線吸収剤としての応用の可能性を検討するために、

同水溶液を用いて処理したポリエステル織物の反射率を240～800n[a領域で測定した。この

結果。処理により約38Onio以上の長波長域の反射率がやや低下することがわかった。さらに

この処理により、ポリエステル織物の帯電量および電気抵抗は共に減少したことから、帯

電防止効果も期待しうる。一方、同処理による防しわ性への効果は認められなかった。

1）野渾繁夫、上甲恭平、第12回繊維連合研究発表会講演要旨集, p.348（1990）
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　分散染料吸着による合成繊維の物性変化について　第２報

　共立女大家政○田村奈巳酒井哲也、放送大教養　酒井豊子

染色処理が高分子材料に与える影響i::ついてはいくつかの研究が行われている

　-が、本研究では繊維物性に対する染色処理の影響を微細構造変化の観点から理解すること

を提案した前報告川こ続いて、染色処理を施した数種の合成繊維を試料とし、その巨視的

な挙動と微視的な変化との対応を得ることを試みた。

　実験方法　数種の分散染料で染色した、ナイロン６、ＰＥＴの市販マルチフィラメント

　一糸及び延伸倍率の異なるナイロン６、p pモノフィラメント糸を試料とした。これらの試

料について、引張試験、動的粘弾性、密度、D S C 測定などを行い、対照試料における結

果と比較、検討した。

　結果　染色したナイロン6及びＰＥＴの強伸度曲線は、熱水処理試料のそれに比して第1 降伏点

強度および破断強度は上昇するが、破断伸度は若干低下する傾向にある。一方、p pでは、第１降伏

点は低下し、第２降伏点強伸度および破断伸度が増加する。このような相違は、染色処理による試

料の結晶化のしやすさと関連があり、ナイロン６、PETにおいては染色処理による結晶化度の増加

が見られたが、p pにおいては増加が認められなかった。さらに試料密度、DSCによる結晶化度な

どから推定した非晶域の見かけの密度は、完全非晶の密度とされる値を吸着染料の影響を考慮して修

正した値よりかなり小さく。染色処理により非晶域の体積増加などの微細構造上の変化が予見された

　11家政学会第46回大会要旨集、p.210
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